
夏休みは必要ですか？ 

校長 村 瀬 清 史  

 

4月 7日（金）から始まった 1学期の教育活動も、本日をもって終わり明日から 8月 17日（木）まで 24日間の夏休

みとなります。1 学期、中学校は途中新型コロナウイルス感染症による学年閉鎖もありましたが、学校全体としては

大きな事故等もなく順調に教育活動を実施することができました。改めて保護者および地域のみなさまのご理解とご

協力に感謝申し上げます。 

 さて夏休みとは、学校において授業を行わない日（休業日）のうち、夏季の長期休業のことです。学校での夏休み

は、今の学校制度が始まった 1872年（明治 5 年）の 9年後の 1881年（明治 14年）に文部科学省（以前の文部省）が

「夏季休業日」を定め、のちに広がりました。そもそも夏休みは、欧米の国々を参考にしたというのが通説のようで

す。夏休みを導入した当時の日本は、文明開化のスローガンのもと、欧米の進んだ文化を取り入れて近代化していこ

うという考えがあり、教育の分野にも夏休みを取り入れたということです。その目的については、はっきりと示され

ているものはないようですが、日本の夏は蒸し暑く、授業に集中することが難しいことや、普段の学校生活で体験で

きないような活動を休業期間中に行うことなどが考えられます。 

 夏休みの宿題も明治時代より始まったようです。日本は 4 月から新学期が始まる中で、4 か月ほどで夏休みになり

勉強が中断されるのはもったいないなどの理由から、学習内容を忘れることがないようにするために、休み中も勉強

が続けられるようにと宿題が出されるようになったようです。 

 ところで、このような長期の夏休みは本当に必要なのでしょうか。いろいろ調べてみると、夏休みをめぐる賛否が

あるようです。夏休みは短くていい（もしくは、なくてもいい）と考えている立場からは、家庭任せでは子供の福祉、

安全の観点からマイナスの影響が大きいという意見があります。また、学力向上のためには、授業日数・時間の確保

が必要であり、長期の休みは学習から離れてしまう子にとってはマイナスであるということです。 

一方、夏休みは一定の長さがあったほうがよいと考えている立場からは、学校は保育所など福祉施設ではないので、

そのための負担を学校が丸抱えする必要があるかという意見や、登下校中や授業中の熱中症リスクを避ける必要があ

るという意見があります。そして夏休みの意義、意味を考える上で大切なことは、子供の学びは学校にいる時だけで

はないということです。夏休みは、学校での学び以外の体験をしたり、自分の好きなことに打ち込んだりする時間的

な余裕があり、それが学びの広がりや深まりにつなげられることも考えられます。結局のところ、夏休みをとること

には様々なメリット、デメリットがあり、賛否が分かれます。 

最後になりますが、ご家庭や地域のみなさまにおかれましては、夏休みの意義を十分に踏まえ、子供たちの望まし

い成長と 2学期からの教育活動のさらなる充実のため、お力添えをいただければと思います。 

日 曜 ８月 の 行 事 予 定 小:下校 中:下校 

1 火    

2 水    

３ 木    

４ 金    

５ 土    

６ 日    

７ 月    

８ 火    

９ 水    

10 木 学校閉庁日   

11 金 山の日   

12 土    

13 日    

14 月 学校閉庁日   

15 火 学校閉庁日   

16 水    

17 木    

18 金 2学期始業式 １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

19 土    

20 日    

21 月 生活・学習状況調査（～25日） 街頭指導（～23日） １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

22 火 中23：職業体験 小：クラブ 浜P連三役会議 １４：００／１５：３０ １５：２０ 

23 水 中23：職業体験 小：プール学習 １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

24 木 二計測・視力検査 １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

25 金 小34：社会見学 中3：陶芸体験② 小：SC来校 小：委員会 中：委員会 １４：００／１５：３０ １６：００ 

26 土 中3：霧高体験入学   

27 日    

28 月 朝会 １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

29 火  １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

30 水 中：学力テスト 中：SC来校 １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

31 木 小：自然体験学習（森づくり活動） 中3：保育所訪問 １４：２０／１５：１０ １５：２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

○ みんな仲良く生活する子どもになろう 

○ 深く考え進んで勉強する子どもになろう  

○ 健康な体と心をつくる子どもになろう 

○ きまりを守り最後までやりぬく子どもになろう 

○ 身のまわりを美しくできる子どもになろう 
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行事や下校時刻は、あくまでも予定です。週ごとの学年通信等でご確認ください。 



 
 

 
 7月1２日（水）、浜中町の陶芸サークルの方を講師とし
た陶芸体験事業に参加しました。集中して陶芸に取り組む
ことができました。8月に 2回目の事業があります。完成
が待ち遠しいですね！ 

 
 

 
 ６年間、中学校の英語でお世話になったピーター先生が
1 学期で任期が満了し、アメリカへ帰国することとなりま
した。イベントに合わせたコスプレは小学生にも大人気で
した！新天地でのご活躍を期待します！ 

 
 
 
 7月11日（火）、1・2年はすくら
む、3・4年は浜中小、5・6年は散布
小で、それぞれ交流学習を行いました。
いつもより人数の多い学習は、お互い
にとても良い刺激になりました。2学

期以降、あと2回の交流学習を予定し
ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 7月18日（火）、自然体験学習で嶮暮帰島（けんぼっき
とう）へ行きました。島の歴史や動植物について学び、また
一つ、浜中の魅力を発見することができました。 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 7月21日（金）、中標津の『ゆめの森公園』まで遠足に行ってきました。
自然に親しんだり、異学年交流を楽しんだりしつつ、汗をいっぱい流して体力
向上にも繋げました。どの子も笑顔いっぱいに活動しており、1学期の最後を
気持ちよく締めくくることができました。 

お元気で！ピーター！

小：ゆめの森公園を満喫！ 

散布小中学校「夏休みの心得」 ～外出について～ 

【小学生】 普段の日は午後６時までに家に帰りましょう。また一人では出かけない
ようにしましょう。町外はお家の人と一緒に出かけましょう。 

【中学生】 行き先、帰宅時間、目的などを保護者に告げましょう（19 時までに家に
帰りましょう）。 トラブル未然防止のため、ゲームセンター、スーパーな
どのゲームコーナー、カラオケボックスは保護者同伴となります。 

夏休み中の緊急連絡先について 
休み中、緊急の連絡がございましたら下記までお願いします。なお、昨年度と同

様、学校閉庁日の３日間は学校の電話はつながりませんのでご注意ください。 

▶ 学校閉庁日（8/10水・14月・15火） 
浜中町教育委員会  Tel 0153-62-2371 

▶ 学校閉庁日以外の日【平日 8:00～16:30】 

 散 布 小 中 学 校  Tel 0153-67-2324 

▶ 夜間及び土・日・祝日 

浜 中 町 役 場  Tel 0153-62-2111 


